
つくば市水道事業経営戦略（概要） 
 

※ページ数は、経営戦略本編におけるページである。 

１ 策定の経緯 （１ページ） 
   

目的：将来にわたり安全安心な水道水の安定供給の実現 

  課題：施設等の老朽化対策、水道未普及地域の解消 など 

                                 

                                ※計画期間：10年間（2023 年度～2032 年度） 

   

２ 経営の基本方針 （31 ページ） 
                                 

                                水道事業の理想像である「持続」「安全」「強靱」の 

                                実現を目指すことを基本方針とする。 

 

 

３ 投資・財政計画（収支計画） 
  

 (1) 投資について（33～34 ページ）               (2) 財政シミュレーションにおける主な条件 

   2061 年までの 40 年間の更新費総額：約 1,306 億円          （35～38 ページ） 

   （構造物及び設備：約 172 億円、管路：約 1,134 億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 財政シミュレーション結果（企業債残高対給水収益比率の上限 350％） （39～41 ページ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・企業債残高が設定上限を超える年度に料金改定を見込む。 

（2025 年度：15％、2030 年度：15％） 

  ・純利益（損益）は約６～14 億円で推移 

  ・企業債残高は、10 年後の 2032 年度には約 207 億円になる見込みである。 

 

★企業債残高対給水収益比率 他の案との比較 （42 ページ） 

 

 

中長期的な基本計画である「経営戦略」を策定 

・事業に必要な財源を過度に企業債に依存する 

ことのないよう企業債残高対給水収益比率の 

上限を 350％に設定 

・物価が影響する経費については、物価上昇率 

3.1％/年を見込む。 

・災害等の突発的な支出に備えるため資金残高 

を 10 億円から 30 億円に引き上げる。 

現行 2025年度 2030年度

水道料金 3,190円 3,669円 4,219円

現行との差 ー 479円の増 1,029円の増

※標準世帯（３人家族、口径20㎜で１か月20㎥使用）の水道料金

※今後10年間における料金改定の時期・改定率等 ※企業債残高の見通し

上限 上限 300% 350% 500%

年度 改定率 料金(円) 改定率 料金(円) 改定率 料金(円) 10年後（2032年度） 181億円 207億円 266億円

2024年度 18% 3,764 3,190 3,190 20年後（2042年度） 235億円 262億円 378億円

2025年度 3,764 15% 3,669 3,190

2029年度 12% 4,216 3,669 15% 3,669

2030年度 4,216 15% 4,219 3,669

※料金は、標準世帯（３人家族、口径20㎜で１か月20㎥使用）における水道料金である。
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